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１.まえがき 
本研究では、観光地での災害時避難誘導に関

する情報の収集・提供を支援するシステムを提

案する。 
京都などの観光都市では地震などの災害時に

多くの観光客が被災者になることが予想される。

観光客は土地勘がないため、災害弱者となりや

すい。我々は現在、京都市を対象として観光客

の災害対策を検討しているが、そこで最大の問

題点は消防などの公的機関と観光現場の間のコ

ミュニケーション手段である。従来の防災情報

システムの研究では、単一のメディアを提案す

ることが多かったが、現実的ではない。 
今回は、様々なメディアを組み合わせて、観

光地と公的機関が連携し、観光現場から被災状

況を正確に伝えるとともに、公的機関から指示

などを伝達する仕組みを検討する。その際、収

集情報を分類、必要な形に整理する枠組みも検

討する。なお、本研究の一部は 2010 年度京都市

消防局受託研究「災害時の観光客等防災対策に

係る被災者支援情報の収集・提供検証調査」の

支援を得て実施した。 
 
２.観光と防災 
 観光は地域の振興にとって重要な要素である。

観光都市として知られる京都では年間で 5021 万

人の観光客が訪れている。1 日平均で約 14 万人

と、その数と経済効果は莫大である[1]。しかし

観光地で災害が発生した場合には、彼らの多く

が帰宅困難者になることが予想される。また観

光客は地理に不案内であると考えられるので、

適切な情報提供や避難誘導が必要である。その

ためには観光地と消防などの公的機関が連携し

て適切な対応をとる必要がある。 
観光地防災ではそれらの観点から、観光地に

配置された人員に指示を出して観光客の被害を

収集させ、安全な場所に避難させるための指示

を伝達する必要がある[2]。そのためには連絡網

の確保が必須である。しかし現状ではそれらの

情報伝達方法が限られており、災害時にはそれ

らが使えなくなることで初動が大幅に遅れる可

能性がある。 
また観光地では地理に不案内な観光客を誘導

するための設備や、人員が必須である。消防や

警察は、人員が限られているため、現場で情報

を収集し、自治体からの指示を受けて第一次的

な避難誘導を行う人員が必要である。我々は、

地域消防団、観光業者（土産物業者）、寺社な

どが適切だと判断している。 
 

３.システムの提案 
 現在の防災体制では、防災無線、電話、FAX
が中心的な通信手段である。しかし、上記のよ

うな、災害対応に不慣れな一般市民が現場の一

翼を担う場合、現場との間で密な連携を取るた

めにカスタマイズされたシステムが求められる。

例えば、携帯電話の電子メールを使って、観光

客の被災状況を写真や文章で消防局に報告する

としても、文章のフォーマットを確定しておき、

どの角度からどのような写真を取るかを決めて

おくなど、ヒューマンインタフェースに工夫が

必要となる。また、携帯電話を所持しているこ

とを前提として、観光客に対して消防局から直

接的かつ一斉に情報提供するための手段も必要

となる。さらには、それらの情報の授受を統一

的に管理する枠組みが必要である。 
 3.1 情報通信インフラ 
 災害時の通信手段としては電話、メール、防

災無線などがあげられる。電話やメールなどは

比較的使用が容易な手段であるが、災害時には

回線が混雑しやすく制限を受けやすい。また防

災無線はそれらの制限を受けないという利点は

あるものの、通信範囲や使用者が限られる。 
 我々は NTT ドコモの提供するエリアメールに

注目している。配信対象の市区町村に対して、

携帯電話の管理用無線を使用して無料で同報配

信を行うことができる。すでにエリアメールを

用いた災害時情報提供システムを導入している

自治体もある（2010 年 11 月で 44 自治体）が、

まだ運用の体制や方法が確立されているとは言

えない。京都市の特性を考慮し、区単位で情報

提供を行う体制や方法を検討したい。 
3.2 情報伝達 
 災害時に双方向ではない一方通行的な情報の

伝達手段としては外部スピーカーや電光掲示板
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などがあげられる。これらは、多くの人に情報

を提供できるのが利点だが、そのために情報が

大まかなものに限定されるという欠点がある。

それらの欠点を克服するために避難誘導などに

おいては特定の場所の人にしか聞こえない超指

向性スピーカーや、自販機などの設置されてい

る電光掲示板を活用することを検討したい。 
3.3 SRK モデル 

本研究では SRK モデルによって情報の収集お

よび伝達を統合的に管理する。 
SRK モデルは人の行動や判断を熟練度意識性

によって分類したモデルである[3]。人間の行動

を習慣性・無意識性のレベルに応じて S（Skill：
技能)、R（Rule：規則)、K（Knowledge：知識)の
3 種類に分類し、S、R、K のそれぞれに対する適

切なヒューマンインタフェースを設計する枠組

みを提供する。特にトラブル対応に関する規則

が整理され、ユーザとの相互作用が多いインタ

ラクティブなシステムを持つ分野、例えば原子

力発電プラントなどへの適用実績があり、ヒュ

ーマンインタフェースを設計するのに有効なモ

デルである。防災の分野では規則のレベルにま

で具体化されたマニュアルは構築されておらず、

SRK モデルが用いられたシステムの適用例がな

い。しかし 1995 年の兵庫県南部地震以降の災害

での自治体、企業、住民、ボランティアの対応

事例が蓄積されつつある現状から、規則ベース

での支援が実現可能となってきた。またマニュ

アルとして整理できる部分が徐々に明確化され

てきたことで、マニュアルとして整理できない

部分（知識ベース）も整理されてきた。 
 本システムでは、様々な情報収集・伝達手段

を用いて情報の通信・収集を行うが、それを以

下のような技能、規則、知識の 3 つの観点から、

統合的に管理する。 

技能ベースな活動は意識的な制御を必要とし

ない日常的・習慣的な行動であり、シグナルと

して知覚した外部情報に基づいて無意識的また

は反射的に行動が喚起される。ヘリや高所カメ

ラなどによって危険な地域を推定して、そこを

避けるように、観光地から安全な場所への避難

ルートの指示を制定する。 
規則ベースでは、平常時に事前に対応を検討

できるような、予測可能な問題状況への対応行

動である。サインとして知覚した情報に基づい

て目標を達成するために必要な規則（ルール）

を検索し、適切なものを選んで実行すべき行為

系列を組み立て、実行する。対応行動はあらか

じめ「マニュアル」として整理しておく。電話

やメールなどによって寄せられた情報から、マ

ニュアルを参照することで適切な指示を自動的

に選択して迅速に指示を出すようにする。 
知識ベースでは予測することが困難な想定外

の事象への試行錯誤的な対応に相当する。状況

の認識および解釈を行い、解決すべき問題のモ

デル化を行った上で、試行錯誤的に問題を解決

するものである。観光客の行動は多様な条件に

影響されるため、行動予測や被害想定を計算機

シミュレーションによって行い[4]、指示を出す

ための材料を提供する。 
 
５.今後の展望 
様々なメディアを組み合わせた通信手段を統

合的な枠組みの中でどのように役割分担させる

のかが課題となる。電話などの音声的な情報を

システムにどう反映させるのか、カメラなどか

ら得られた画像情報の整理やそれらをシステム

でどう活用するのかを検討したい。 
情報の統合的管理方法として SRK モデルを提

案したが、システム機能としての具体的な検討

は今後の課題である。 
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図 1. Rusmussen の SRK モデル 
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